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告
　
　
　
示

山
梨
県
告
示
第
十
六
号

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
三
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
山
梨
県
地
域

保
健
医
療
計
画
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。
こ
の
計

画
は
、
山
梨
県
福
祉
保
健
部
医
務
課
及
び
県
内
の
各
保
健
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
一
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
計
画
の
基
本
的
事
項

１
　
計
画
策
定
の
趣
旨

少
子
化
及
び
高
齢
化
の
進
行
、
慢
性
疾
患
の
増
加
等
に
よ
る
疾
病
構
造
の
変
化
、
健
康
に
対
す

る
関
心
の
高
ま
り
等
か
ら
、
保
健
医
療
に
対
す
る
需
要
は
ま
す
ま
す
増
大
し
、
か
つ
、
多
様
化
し
、

ま
た
、
新
た
な
課
題
も
顕
在
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
質
の
高
い
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
計

画
的
に
提
供
す
る
た
め
、
現
行
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
新
た
な
「
山
梨
県
地
域
保
健
医
療
計
画
」

を
策
定
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
特
性
や
実
状
に
即
し
た
施
策
の
着
実
な
実
施
及
び
推
進
を
図
る
た
め
、
こ
の
計

画
の
一
部
で
あ
る
「
二
次
医
療
圏
別
地
域
保
健
医
療
計
画
」
も
見
直
し
た
。

２
　
計
画
の
性
格

こ
の
計
画
は
、
医
療
法
に
定
め
る
医
療
計
画
で
あ
る
。

ま
た
、
県
及
び
市
町
村
に
お
け
る
施
策
の
目
標
で
あ
り
、
保
健
、
医
療
及
び
福
祉
の
関
係
者
の

共
通
の
努
力
目
標
や
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
県
民
に
対
し
て
は
、
自
主
的
及

び
積
極
的
な
活
動
を
誘
導
す
る
役
割
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
国
に
対
し
て
は
、
要
望
的
性

格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

３
　
計
画
の
期
間

こ
の
計
画
は
、
お
お
む
ね
五
年
間
を
そ
の
期
間
と
す
る
。

二
　
計
画
の
概
要

１
　
医
療
圏

（一）

一
次
医
療
圏
　
原
則
と
し
て
市
町
村
ご
と
の
行
政
区
域
と
す
る
。

（二）

二
次
医
療
圏
　
広
域
市
町
村
圏
ご
と
の
行
政
区
域
と
す
る
。

（三）

三
次
医
療
圏
　
山
梨
県
全
域
と
す
る
。

２
　
基
準
病
床
数

病
床
種
別

医
　
　
療
　
　
圏
　
　
名

基
準
病
床
数

既
存
病
床
数

甲
府
地
区
医
療
圏

三
、
四
四
六

四
、
〇
一
八

東
山
梨
医
療
圏

一
、
一
九
〇

一
、
三
六
二

東
八
代
医
療
圏

八
四
六

八
五
七

一
般
病
床

峡
南
医
療
圏

五
二
三

五
六
八

二
次
医
療
圏

療
養
病
床

峡
西
医
療
圏

四
〇
六

四
六
三

峡
北
医
療
圏

六
七
二

七
七
四

富
士
北
麓
医
療
圏

四
九
一

五
四
七

東
部
医
療
圏

五
六
二

六
六
五

合

計

八
、
一
三
六

九
、
二
五
四

精
神
病
床

一
、
九
一
七

二
、
六
〇
七

結
核
病
床

三
次
医
療
圏

県
全
域

六
二

一
一
〇

感
染
症
病
床

二
八

二
六
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備
考
　
既
存
病
床
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
十
二
月
一
日
現
在

３
　
県
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
生
活
習
慣
の
改
善

（一）

県
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
な
健
康
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
個
人
の
健
康
づ
く
り
を
社

会
全
体
で
支
援
す
る
環
境
を
整
備
し
な
が
ら
、健
康
づ
く
り
の
た
め
の
実
践
活
動
を
推
進
す
る
。

（二）

壮
年
期
死
亡
の
減
少
及
び
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
た
め
、
栄
養
・
食
生
活
、
身
体
活
動
・

運
動
、
喫
煙
等
生
活
習
慣
の
改
善
を
推
進
す
る
。

４
　
多
様
化
す
る
保
健
医
療
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

（一）

母
子
保
健
、
学
校
保
健
、
産
業
保
健
、
高
齢
者
保
健
福
祉
等
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
保

健
対
策
の
充
実
を
図
る
。

（二）

精
神
障
害
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
等
精
神
保
健
医
療
福
祉
対
策
を
は
じ
め
、
難
病
、
感
染
症

・
結
核
、
歯
科
疾
患
等
に
お
け
る
各
種
保
健
医
療
対
策
を
推
進
す
る
。

（三）

診
療
情
報
の
開
示
等
患
者
の
自
己
決
定
に
資
す
る
医
療
情
報
提
供
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
向
け
て
、
病
院
機
能
の
第
三
者
評
価
の
導
入
等
を

促
進
す
る
。

（四）

病
院
等
に
お
け
る
各
種
安
全
管
理
対
策
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
医
療
安
全
相
談
体
制
の
整

備
検
討
を
行
う
な
ど
、
医
療
事
故
、
院
内
感
染
等
へ
の
対
策
の
充
実
を
図
る
。

５
　
地
域
医
療
提
供
体
制
の
整
備

（一）

各
医
療
圏
の
実
状
を
踏
ま
え
、
必
要
な
医
療
機
能
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
患
者
紹

介
制
の
促
進
等
に
よ
る
病
診
連
携
を
は
じ
め
、
地
域
連
携
室
の
設
置
等
を
通
じ
て
医
療
連
携
を

深
め
る
。

（二）

か
か
り
つ
け
医
及
び
か
か
り
つ
け
歯
科
医
定
着
化
の
普
及
促
進
、
診
療
所
医
師
に
対
す
る
研

修
等
学
習
機
会
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
を
推
進
す
る
。

（三）

医
薬
分
業
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
薬
歴
管
理
及
び
服
薬
指
導
を
行

う
「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
の
普
及
を
図
る
。

（四）

生
活
習
慣
の
改
善
、
検
診
受
診
者
の
増
加
等
を
図
る
中
で
、
が
ん
、
循
環
器
疾
患
及
び
糖
尿

病
の
予
防
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
疾
病
に
係
る
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
。

（五）

ホ
ス
ピ
ス
及
び
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
並
び
に
緩
和
ケ
ア
病
床
の

整
備
促
進
、
在
宅
緩
和
ケ
ア
の
推
進
等
終
末
期
医
療
体
制
の
整
備
を
推
進
す
る
。

（六）

保
健
、
医
療
及
び
福
祉
が
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
在
宅
医
療
を

促
進
す
る
。

（七）

臓
器
移
植
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
に
向
け
た
各
種
の
啓
発
活
動
を
進
め
、
ド
ナ
ー
カ

ー
ド
所
持
率
向
上
に
努
め
る
。

（八）

初
期
救
急
医
療
、
二
次
救
急
医
療
及
び
三
次
救
急
医
療
の
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
能
に
応
じ
た

救
急
医
療
体
制
の
体
系
的
整
備
を
図
る
。
ま
た
、
小
児
救
急
医
療
体
制
及
び
救
命
救
急
活
動
に

お
け
る
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
等
の
整
備
充
実
を
図
る
。

（九）

災
害
時
医
療
対
策
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
健
康
被
害
の
発
生
予
防
、
拡
大
防
止
等
健
康
危

機
管
理
対
策
の
充
実
を
図
る
。

（十）

へ
き
地
中
核
病
院
の
整
備
、
へ
き
地
勤
務
医
の
確
保
、
へ
き
地
医
療
支
援
機
構
の
整
備
検
討

等
へ
き
地
医
療
提
供
体
制
の
確
保
を
図
る
。

６
　
安
全
で
衛
生
的
な
生
活
環
境
の
整
備

（一）

医
薬
品
等
の
安
全
性
の
確
保
及
び
適
正
管
理
を
推
進
す
る
。

（二）

薬
物
の
乱
用
防
止
を
図
る
た
め
、
意
識
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
薬
物
乱
用
者
、
そ
の
家
族

等
の
相
談
に
対
す
る
窓
口
の
充
実
に
努
め
る
。

７
　
地
域
保
健
医
療
推
進
の
た
め
の
基
盤
整
備

（一）

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
等
の
保
健
医
療
従
事
者
の
確
保
に
引
き
続
き
努
め
る
と
と
も
に
、

臨
床
研
修
医
師
の
受
け
入
れ
体
制
及
び
生
涯
学
習
体
制
の
充
実
を
図
る
。

（二）

国
の
保
健
医
療
に
お
け
る
情
報
化
に
つ
い
て
の
計
画
及
び
目
標
を
勘
案
し
な
が
ら
、
総
合
的

な
保
健
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
。

（三）

保
健
、
医
療
及
び
福
祉
が
役
割
を
分
担
し
、
有
機
的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
よ
り
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
構
築
を
目
指
す
。

山
梨
県
告
示
第
十
七
号

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
圃
場
整
備
事
業
（
小
淵
沢
地
区
上
笹
尾
工
区
）
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
次
の
と
お
り
関
係

書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

な
お
、
こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

平
成
十
五
年
一
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
縦
覧
書
類

換
地
計
画
書
の
写
し

二
　
縦
覧
期
間

平
成
十
五
年
一
月
十
七
日
か
ら
同
年
二
月
十
四
日
ま
で

三
　
縦
覧
場
所

小
淵
沢
町
役
場

四
　
異
議
申
立
期
間

平
成
十
五
年
二
月
十
五
日
か
ら
同
年
三
月
一
日
ま
で

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
四
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
一
月
十
六
日

一
二



公
　
　
　
告

�

土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
。

平
成
十
五
年
一
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
施
行
者
の
名
称

大
月
市

二
　
事
務
所
の
所
在
地

大
月
市
大
月
二
丁
目
六
番
二
十
号
　
大
月
市
役
所
内

三
　
施
行
地
区

大
月
市
大
月
一
丁
目
字
六
貫
メ
、
字
宮
原
及
び
御
太
刀
一
丁
目
字
宮
原
の
各
一
部

四
　
施
行
認
可
の
年
月
日

平
成
十
三
年
十
二
月
十
七
日

五
　
変
更
後
の
事
業
施
行
期
間

平
成
十
三
年
度
か
ら
平
成
十
五
年
度
ま
で

六
　
変
更
認
可
の
年
月
日

平
成
十
四
年
十
二
月
十
七
日

�

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
開
発
の
行
為
に

関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
五
年
一
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
田
富
町
藤
巻
字
東
河
原
二
八
九
四
の
三

二
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

東
八
代
郡
石
和
町
東
高
橋
四
百
十
一
番
地
の
四
　
コ
ン
フ
ォ
ー
ト
Ａ
│
一
〇
二
号
　
橘
田
修

�

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

平
成
十
五
年
一
月
十
六
日

山
梨
県
知
事
　
　
天
　
　
野
　
　
　
　
　
建

一
　
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

中
巨
摩
郡
竜
王
町
富
竹
新
田
字
十
二
名
八
二
二
の
一
及
び
八
二
二
の
三

二
　
公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
　
置
　
及
　
び
　
区
　
域

水
　
　
路

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
峡
中
地
域
振
興
局
建
設
部
及
び
竜
王

町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三
　
開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

甲
府
市
千
塚
三
丁
目
七
番
四
十
四
号
　
山
本
博
之

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
四
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
一
月
十
六
日

一
三



発
行
者
　
　
山
　
梨
　
県
　
　
甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号
　
　
　
　
　
印
刷
所
　
㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷
　
甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番

山
梨
県
公
報
　
　
第
千
三
百
四
十
九
号
　
　
平
成
十
五
年
一
月
十
六
日

一
四


